
－集う・憩う・楽しむ水辺－「旭川再生！」
の取り組み状況
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平成２６年度から「旭川さくらみち」（相生橋から上流約７００
ｍ区間）の老朽化した桜の植え替え、保全ができるようにするため
護岸工事を実施している。

上記工事に引き続き、浜樋門より上流区間のうち、河川堤防断面
が不足等している区間の堤防断面を拡大し、堤防の安全性を高める
ことにより、桜の植え替え等ができるようになる。これにより、「
旭川さくらみち」全区間において桜の植え替え等が出来るようにな
る。また今後は、岡山市が桜の管理主体となり、地域関係者ととも
に桜の管理、保全等を継続的に行っていくことになる。
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国と市による桜を保全するための対策等

新たに桜の植え替え、保全
ができるようになる区間

標準横断図(イメージ）
【国】

有堤区間における堤防断面の拡大を実施（右図参照）
【岡山市】

桜の管理主体となり、地域関係者とともに桜の管理、保全
を継続的に実施

（桜の管理）
樹木は岡山市が占用、維持管理を実施（１回以上／年の
点検）、倒伏の危険性等がある場合は速やかに対応。

（植え替え時の対応）
主根が計画堤防断面に侵入しないよう植樹位置等の条件
を設定し、更に縁切り施設(マット等）を設置。

「旭川さくらみち」の取り組み状況①
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「旭川さくらみち」で倒木した桜
（平成２５年）
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平成26年11月9日（日） 地元、商工会議所、市、国の協働で行った桜並木の保全作業状況

「旭川さくらみち」の取り組み状況②
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平成２６年度の護岸整備後に開催された「岡山さくらカーニバル」の様子

「旭川さくらみち」の取り組み状況③
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岡⼭市の取り組み状況
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（平成27年度予算）


